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2月1日㈫から新型コロナウイルスワクチンの3回目
接種を行います。集団接種は2月14日㈪から実施。
※集団接種会場は文化公園体育館と旧由良川中学校（加佐地区在住の高齢者の
み）です。詳しくは22㌻に掲載。

今月の内容
2㌻　   シリーズ市政の今
4㌻　   新成人の門出 
　　　  華やかに
 10㌻　 上下水道だより 
             すいすい

新型コロナウイルス感染症に関する問い合わせ先
❖ワクチン接種…コールセンター（☎68・9225、平日9時～17時）　
❖平日の診療時間…かかりつけ医など、地域の身近な医療機関
❖24時間365日対応…きょうと新型コロナ医療相談センター（☎075・414・5487）

１月16日・23日に放送されたKBS京都テレビ「お

はよう！輝き世代」での舞鶴のヅルいいスポット

巡り。撮影には東舞鶴高校の生徒も協力してくれ

ました。　　　　　　　　　　　　（12月19日撮影）



「

平
成
31
年
４
月
、赤
れ
ん
が
３
号
棟
２
階
に

民
間
企
業（
㈱
Ｊ
＆
Ｊ
事
業
創
造
）と
協
働
で

開
設
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
。市
で

は
こ
こ
を
舞
鶴
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
発

信
拠
点
に
位
置
付
け
、国
が
指
定
す
る
重
要

文
化
財
で
あ
る
赤
れ
ん
が
の
建
物
の
中
に
デ

ザ
イ
ン
家
具
を
設
置
し
、日
常
と
は
異
な
る

空
間
と
雰
囲
気
の
中
で
仕
事
や
打
ち
合
わ
せ

な
ど
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
ま
す
。
市
民

は
も
ち
ろ
ん
、テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
市
外
の
就

業
者
や
学
生
な
ど
誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
か
ら
舞
鶴
の
若
者
が
夢
を

抱
け
る
よ
う
な「
地
域
活
性
化
フ
ィ
ー
ル
ド
」

と
し
て
試
行
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
こ
を
拠

点
と
し
て
、子
ど
も
の
頃
か
ら
Ｉ
Ｔ
や
も
の

づ
く
り
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
、地
元
企
業

や
全
国
の
事
業
者
に
協
力
を
得
て
、体
験
教

室
や
小
・
中
学
校
で
の
特
色
あ
る
授
業
を
行

う
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、こ
の
場
所
を
次
代
を
担
う
子
ど
も

達
の
教
育
・
体
験
の
場
と
し
て
活
用
し
、も

の
づ
く
り
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
の
仕
事
に

若
い
う
ち
か
ら
触
れ
る
こ
と
で
、将
来
就
き

た
い
仕
事
、学
び
た
い
こ
と
の
選
択
肢
を
広

げ
た
り
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
に
気
付
く

き
っ
か
け
を
作
る
な
ど
、企
業
や
高
等
教
育

機
関
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、京
都
大
学
舞
鶴
水
産
実
験
所

と
連
携
し
た「
お
さ
か
な
教
室
」や
日
立
造
船

㈱
舞
鶴
工
場
と
連
携
し
た「
電
気
工
作
教
室
」、

日
新
電
機
㈱
と
連
携
し
た「
エ
コ
発
電
体
験

教
室
」な
ど
を
開
催
。ま
た
、小
・
中
学
校
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
に
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、舞
鶴
高
専
が
市
と
共
催
で「
舞

鶴
高
専
杯
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
初
め
て
実
施
。
参
加
し
た
小
・
中
学
生
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
や
自
ら
考
え
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
い
、会
場
は
発

表
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

中
心
と
し
た
多
様
な
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
Ｓ

No.96

シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は「
人
と
企
業
と
教
育
機
関
の
交
差
点・赤
れ
ん
が
の
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
広
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

人
と
企
業
と
教
育
機
関
の
交
差
点

赤
れ
ん
が
か
ら
広
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

赤
れ
ん
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

企
業
、教
育
機
関
と
の
連
携

ＳＤＧｓ未来都市

多
様
な
連
携
や
S
D
G
s
の
今
後

▲赤れんが３号棟２階にあるコワーキングスペース
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Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は
、今
年
度
か
ら
は
、市

内
各
地
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
ベ

ル
マ
ー
レ
北
側
の「
潮
路
通
り
」並
木
で
は
、

ホ
テ
ル
ベ
ル
マ
ー
レ
と
舞
鶴
高
専
の
学
生
、

市
が
連
携
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
舞
鶴

ヒ
カ
リ
の
た
ね
２
０
２
１
」を
実
施
。学
生
が

コ
ロ
ナ
禍
の
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
い
う
思
い
で
企
画
と
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、市
内
７
小
学
校
、４
中
学
校
、全
高

校
で
舞
鶴
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
実
施
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
子
ど
も
達
が
自
ら
が
考
え
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
。
中
筋
小
学
校

で
は「
魚
の
ま
ち
・
舞
鶴
」で
シ
イ
ラ
が
水
揚

げ
さ
れ
る
の
に
料
理
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い

　
舞鶴の未来を切り拓くプログラミング

　情報通信技術（IT）や人工知能（AI ）が、医療、
土木、農業、漁業などのさまざまな分野で活用され、
最新技術に対応できる人材育成が期待されていま
す。その一環として、小・中学校では、プログラ
ミングの授業が始まり、私たちも近隣の小・中学
校で出前授業をさせていただく機会も増えてきま
した。出前授業を受講した小・中学生は、プログ
ラミングに慣れてくると、試行錯誤しながらも自
分自身で工夫をしたり、課題を解決したりする能
力を得ていきます。この能力を開花させるために、 
産官学が連携し、舞鶴高専杯プログラミングコン
テストを開催しました。コワーキングスペースで
実施しましたが、小・中学生の能力を生かしたア
イデアやゲームを見聞きし、参加者と来場者の熱
い拍手で包まれていたのがとても印象的でした。
市と企業が連携して、AI、IoT （ものがインターネッ
トにつながって通信する技術） などの体験型の授

業を通して、最新技術に対応
できる人材育成をしていきた
いと考えています。

舞鶴高専
電気情報工学科 准教授
井上 泰仁さん

▲イルミネーション「舞鶴ヒカリのたね 2021」

▲日新電機と連携したエコ発電体験教室

こ
と
に
着
目
し
、子
ど
も
達
が
調
理
に
挑
戦
し
、

レ
シ
ピ
を
考
え
、実
際
に
給
食
に
活
用
す
る

提
案
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、昨
年
10
月
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
内
に
京
都
府
立
大
学「
ま
い
づ
る
赤

れ
ん
が
オ
フ
ィ
ス
」が
開
設
。多
様
な
連
携
の

拠
点
が
一
つ
増
え
、遠
隔
授
業
に
加
え
て
市

内
の
高
校
と
の
交
流
や
ま
な
び
あ
む
と
の
事

業
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、今
後
も
多
様
な
連
携
を
生
か
し
、

赤
れ
ん
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
中
心

に
市
内
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
舞
鶴
版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

※
24
㌻
に
関
連
記
事

▲京都府立大「まいづる赤れんがオフィス」オー
プニングセレモニーでの塚本学長と多々見市長

▲舞鶴高専杯プログラミングコンテスト
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新
成
人
の
門
出

　
　
　

華
や
か
に

１
月
９
日
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、華
や
か
な
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
約
６
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、市
役
所
玄
関
前
に
設
置
し
て

あ
る
大
型
記
念
オ
ブ
ジ
ェ（
卵
型
の
オ
ブ
ジ
ェ
）

「
始
ま
り
の
時
」制
作
か
ら
10
年
目
を
記
念
し

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
動
画「『
始
ま
り
の
時
』誕

生
か
ら
巣
立
ち
へ
」の
ほ
か
、新
成
人
の
代
表

３
人
に
よ
る
今
後
の
抱
負
な
ど
を
つ
づ
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
、日
星
高
校
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
に
よ
る
演
技
な
ど
も
披
露
さ
れ
、

新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、旧
友
と
話
し
た
り
記
念
撮

影
を
し
た
り
し
て
、再
会
を
喜
び
合
っ
て
い

ま
し
た
。

42022 広報まいづる 2月号



▪市役所玄関前 卵型オブジェ「始まりの時」

　市役所玄関前に設置されている卵型オブジェ「始ま
りの時」は、今から10年前の平成23年度に京都府内で
開催された「国民文化祭」を記念して制作され、当時の
小学4年生が作った陶板約1,100枚が貼り付けられて
います。
　今回、制作に携わった皆さんが成人を迎えることを
節目に「卵が孵

ふ か

化し、人生の次のステージに羽ばたく」
として、2月中に解体予定です。

※マスクのない写真は撮影の時だけ外してもらいました
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

申
請
は
３
月　
日
ま
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
を
支
給
。
申
請
が
必
要
な
人
の

手
続
き
は
３
月
31
日
㈭
ま
で（
申
請
が
必
要
な

人
以
外
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
12

月
27
日
に
支
給
済
み
で
す
）。

【
対
象
】平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
4
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を

養
育
す
る
親
等（
児
童
手
当
制
度
の
特
例
給
付

に
あ
た
る
年
収
9
6
0
万
円
以
上（
扶
養
親
族

等
が
児
童
2
人
と
年
収
1
0
3
万
円
以
下
の
配

偶
者
の
場
合
の
目
安
）の
人
を
除
く
）

【
申
請
が
必
要
な
人
】

❖
所
属
庁
か
ら
児
童
手
当（
特
例
給
付
を
除
く
）

を
受
け
取
っ
て
い
る
公
務
員
❖
子
の
年
齢
が

16
～
18
歳
の
み
の
親
等
の
養
育
者
❖
令
和
３

年
10
月
分
以
降
の
児
童
手
当
受
給
者
で
、令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

を
養
育
す
る
親
等

【
申
請
方
法
】申
請
書
に
児
童
手
当
証
明
書（
児

童
手
当
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、本
人
と
配

偶
者
の
課
税
証
明
書
か
非
課
税
証
明
書
。
た

だ
し
、令
和
３
年
１
月
１
日
に
舞
鶴
市
に
住

民
票
が
あ
る
人
は
省
略
可
）、口
座
確
認
書
類
、

本
人
確
認
書
類
を
添
付
し
、郵
送
か
持
参
で

子
ど
も
支
援
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０

９
４
）へ
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
方
々
の
生

活
・
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
支
給
額
】1
世
帯
当
た
り
10
万
円

【
対
象
・
受
給
手
続
き
】

❖
基
準
日（
令
和
3
年
12
月
10
日
）に
、世
帯
員

全
員
が
令
和
3
年
度
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
世
帯（
非
課
税
世
帯
）…
支
給
対
象
と
し

て
市
で
確
認
が
で
き
た
世
帯
か
ら
、順
次

「
確
認
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
た

「
確
認
書
」に
あ
る
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
申
請
す
る
か
、必
要
事
項
を「
確
認
書
」

に
記
入
し
市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
返

送
期
限
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
。

❖
非
課
税
世
帯
以
外
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、世
帯
員
全
員

の
令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入
が
非
課
税

相
当
と
な
っ
た
世
帯（
家
計
急
変
世
帯
）…

申
請
書（
福
祉
企
画
課
、生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
、社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

郵
送
請
求
希
望
者
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎

68
・
９
０
１
２
）へ
）を
持
参
か
郵
送
で
臨

暮
ら
し
の
情
報

時
特
別
給
付
金
担
当
へ
。
申
請
は
９
月
30

日
㈮
ま
で

【
支
給
時
期
】市
で
確
認
書（
申
請
書
）を
受
理

し
た
日
か
ら
約
２
～
３
週
間
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】臨
時
特
別
給
付
金
担
当（
福

祉
企
画
課
、☎
68
・
９
０
１
２
）

文
化
財
補
助
金
の
相
談
受
付

　
文
化
財
と
し
て
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
神
社
や
寺
院
、地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
文

化
資
料
・
伝
統
行
事
の
保
全
活
動
は
、府
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
期

間
は
２
月
28
日
㈪
ま
で
。

【
対
象
】❖
明
治
時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
神

社
・
寺
院
な
ど
の
建
物
修
理
❖
明
治
時
代
以

前
の
仏
像
、仏
画
・
ふ
す
ま
絵
な
ど
美
術
工

芸
品
の
保
存
や
そ
の
保
存
に
必
要
な
収
蔵
庫

の
整
備
❖
戦
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
、伝
統
行
事
で
用
い
ら
れ
る
太
鼓
、屋
台

な
ど
の
修
理
や
衣
装
の
購
入　
な
ど

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎
66・１
０
１
９
）

へ
。歯

周
疾
患
検
診
の
受
診
期
限
は

今
月
末
ま
で

　
令
和
３
年
度
の
歯
周
疾
患
検
診
は
２
月
28
日

㈪
ま
で
。受
診
し
て
い
な
い
人
は
、早
め
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。受
診
に
は
検
診
案
内
兼

受
診
券
、保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】市
内
協
力
歯
科
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム

市の人口と世帯数 人口  78,878 人（-156 人）　世帯  34,848 世帯（-67 世帯）

男  39,448 人（-87 人）　女  39,430 人（-69 人）　※令和４年１月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

ペ
ー
ジ
で
確
認
可
）

【
内
容
】歯
周
病
検
査
や
歯
科
一
般
検
査
、ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

【
対
象
】今
年
度
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の

市
内
在
住
の
人（
治
療
中
、総
入
れ
歯
の
人
は
対

象
外
）

【
料
金
】６
０
０
円（
70
歳
、生
活
保
護
、非
課

税
世
帯
、舞
鶴
市
国
保
加
入
者
は
無
料
）

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
協
力
歯
科
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課 （
☎
65
・
０
０

６
５
）へ
。

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

　
固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
、償
却

資
産（
事
業
用
資
産
）も
課
税
の
対
象
で
す
。１

月
１
日
時
点
の
状
況
申
告
が
ま
だ
の
人
は
早
め

に
京
都
地
方
税
機
構
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、京
都
地
方
税
機
構（
☎
０
７
５
・

４
１
４
・
４
５
０
３
）へ
。　　
　
　
《
税
務
課
》

市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
の
職
員
を

か
た
る
電
話
に
ご
注
意
を

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
は
携
帯
電
話
の
通
話
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
で
通
話
し
な

が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、詐
欺
に
遭
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
警
察
署
生
活
安
全
課（
☎

75
・
０
１
１
０
）へ
。　　
　
　
　
　
《
市
民
課
》

31
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

男
女
共
同
参
画
計
画
に
ご
意
見
を

　
「
男
女
共
同
参
画
計
画『
第
３
次
ま
い
プ
ラ

ン
』」が
計
画
期
間
の
中
間
年
を
迎
え
る
た
め
、

昨
年
度
に
実
施
し
た
市
民
・
事
業
所
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
反
映
し
、一
部
改
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
き
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し「
男
女
共
同
参
画
計
画（
案
）

に
関
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
で
人
権
啓
発
推
進
課
へ
。匿
名
、電

話
、口
頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】２
月
20
日
㈰
ま
で

【（
案
）の
公
表
場
所
】人
権
啓
発
推
進
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、ま
な
び
あ
む
、各
公
民

館
、東
・
西
図
書
館
、各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提
出
さ
れ

た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。

ま
た
、意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１

０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
に
ご
意
見
を

　

平
成
23
年
度
に「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

計
画
」を
策
定
し
、計
画
期
間
を
10
年
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
、人

権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
各
施
策
を
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
進
め

る
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
新
た
な
人
権
課

題
を
盛
り
込
ん
だ「
第
２
次
舞
鶴
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
き
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し「
第
２
次
舞
鶴
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
」と

明
記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓

発
推
進
課
へ
。匿
名
、電
話
、口
頭
に
よ
る
意

見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】２
月
20
日
㈰
ま
で

【（
案
）の
公
表
場
所
】人
権
啓
発
推
進
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、ま
な

び
あ
む
、各
公
民
館
、東
・
西
図
書
館
、フ
レ

ア
ス
舞
鶴
、各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提
出
さ
れ

た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。

ま
た
、意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１

０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
重
複
利
用
者

な
ど
の
負
担
を
軽
減

　
令
和
３
年
２
月
～
４
年
２
月
に
利
用
し
た

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、所
得
区
分
ご

と
に
定
め
た
利
用
者
負
担
の
上
限
額
の
超
過

分
を
支
給
し
ま
す
。ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
た
人
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
も

あ
り
ま
す
。

▪
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

【
内
容
】利
用
者
負
担（
月
額
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
償
還
さ
れ
た
費
用
や
食
・
光
熱

水
費
な
ど
は
除
く
）の
合
計
が
、国
が
定
め
る

上
限
を
超
え
た
分（
た
だ
し
、児
童
の
場
合
は

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
最
も
負
担
上
限

額
の
高
い
額
を
超
え
た
分
）

【
対
象
の
世
帯
】❖
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
介
護

給
付
・
訓
練
等
給
付
）や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
児
童
通
所
支
援（
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、障
害
児
施
設
を
利
用
す

る
人
が
い
る
❖
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
補
装

具
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
併
せ
て
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る（
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
額
が
０
円
の
人

は
対
象
外
）❖
特
定
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

５
年
以
上
利
用
し
た
人
が
65
歳
に
な
り
、そ

れ
と
同
等
の
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

※
た
だ
し
、児
童
の
場
合
は
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
最
も
負
担
上
限
額
の
高
い
額

▪
重
複
利
用
者
へ
の
支
給

【
内
容
】利
用
者
負
担
額（
月
額
）の
合
計
が
、

府
・
市
の
定
め
る
上
限
額
を
超
え
た
分（
左
表
）

【
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
】❖
在
宅
生
活
者
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
❖
自
立
支
援
医
療（
更
生
医

療
・
育
成
医
療
・
精
神
通
院
医
療
）❖
補
装
具

【
申
請
方
法
】口
座
振
込
に
必
要
な
も
の（
印
鑑
、

通
帳
な
ど
）と
領
収
書
を
持
参
し
、３
月
14
日

㈪
ま
で
に
障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎
66
・

１
０
３
３
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）か
子
ど
も
支

援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
、ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）、

西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２
２
５
３
、ＦＡＸ

77
・
１
８
０
０
）へ
。

重複利用者負担の上限月額
所得階層区分 月額（上限）
生活保護世帯 0円

市民税
非課税世帯

収入が年間80万円（障
害基礎年金２級相当）
以下 7,500円
障害基礎年金１級およ
び特別障害者手当のみ
上記以外 12,300円

市民税
課税世帯

市民税所得割16万円
未満

18,600円

市民税所得割16万円
以上

37,200円
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文
化
振
興
審
議
会
委
員
の
公
募

　
文
化
の
振
興
の
た
め
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

調
査
・
審
議
す
る
文
化
振
興
審
議
会
委
員
を

募
集
。任
期
は
令
和
６
年
３
月
ま
で
。

【
対
象
】市
内
在
住
か
在
勤
の
20
歳
以
上
で
審

議
会
に
出
席
で
き
る
人

【
募
集
人
数
】１
人（
選
考
あ
り
）

【
申
し
込
み
方
法
】２
月
22
日
㈫
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
、志
望

動
機（
様
式
自
由
、４
０
０
字
程
度
）を
郵
送

（
必
着
）か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
で
文
化
振
興
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎
66・１
０
１
９
、

ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

社
会
教
育
委
員
を
募
集

　
社
会
教
育
の
分
野
へ
の
市
民
参
画
を
拡
大
す

る
た
め
、市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
社
会
教
育
委
員
を
募
集
。任
期
は
２
年
。

【
定
員
】若
干
名

【
内
容
】年
５
回
程
度
の
会
議
や
勉
強
会
、研
修

会
な
ど
へ
の
出
席
や
社
会
教
育
に
対
す
る
助

言
な
ど

【
申
し
込
み
方
法
】２
月
14
日
㈪
ま
で
に
履
歴

書（
様
式
自
由
。応
募
動
機
、主
な
職
歴
含
む
）

と「
多
様
な
世
代
が
つ
な
が
る
地
域
社
会
の

た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文（
任
意
様
式
8
0
0
字
ま
で
）を
郵

送
か
持
参
で
地
域
づ
く
り
支
援
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課（
☎
66
・

１
０
７
３
）へ
。

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
２
月
16
日
、Ｊジ

ェ
イ‐

Ａ
Ｌア

ラ
ー
ト

Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る「
緊
急
情
報（
国
民
保

護
）伝
達
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。訓
練
は
、全

国
一
斉
で「
防
災
行
政
無
線
」や「
自
動
起
動

ラ
ジ
オ
」、「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】２
月
16
日
㈬
11
時
ご
ろ

【
内
容
】❖
防
災
行
政
無
線
、自
動
起
動
ラ
ジ

オ
…
試
験
放
送
を
一
斉
に
放
送
❖
ま
い
づ
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
…
試
験
メ
ー
ル
を
自

動
的
に
一
斉
配
信

※
気
象
状
況
な
ど
で
訓
練
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・

１
０
８
９
）へ
。

１
１
９
番
回
線
の
工
事

　
２
月
25
日
㈮
２
時
～
３
時
の
間
の
約
３
分
間
、

N
T
T
局
舎
交
換
機
更
新
工
事
の
影
響
で
１
１

９
番
通
報
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。１
１

９
番
通
報
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
代
替
番
号（
☎

62
・
０
１
８
５
）へ
掛
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、消
防
本
部（
☎
65
・
０
２
１
４
）へ
。

　市議会の12月定例会が11月25日に開会。令和3年度補
正予算や条例など市長提案の25議案を審議。原案どおり
可決・承認・同意され、12月23日に閉会しました。主な内
容は、次のとおり。
�補正予算

【一般会計】
❖第７号…3,000万円の増額
❖第８号…8,345万円の増額
❖第９号…6億2,400万円の増額
❖第10号…6億2,000万円の増額
❖第11号…8億2,157万円の増額
❖第12号…13億7,100万円の増額
　この結果、予算総額は、歳入、歳出いずれも405億7,674
万円となりました。

【特別会計】
❖国民健康保険事業会計（第2号）…2億4,200万円の増額。
この結果、予算総額は、80億5,159万円となりました。
❖駐車場事業会計（第2号）…700万円の増額。この結果、予
算総額は、9,630万円となりました。
�条例
❖舞鶴市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例❖舞
鶴市都市公園条例の一部を改正する条例❖舞鶴市会計年度
任用職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例❖舞鶴市農業公園条例の一部を改正する条例❖舞鶴

市議会12月定例会　25議案を可決・承認・同意
市東地区中心市街地複合施設条例の一部を改正する条例
❖舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例
�人事
❖監査委員の選任…小谷繁雄氏
❖公平委員会委員の選任…足立清治氏
❖農業委員会委員の任命…前田隆文氏
❖人権擁護委員候補者の推薦…北浦弘治氏、田中萌恵氏
�その他
❖和解（市有自動車の交通事故）
❖指定管理者の指定
・舞鶴赤れんがパーク（赤れんが2号棟（舞鶴市政記念館）

等）の一部…株式会社ウッディーハウス（10年間）
・舞鶴市松尾寺駅前観光交流施設…特定非営利活動法人

駅舎と共にいつまでも（5年間）
・五老ヶ岳公園（五老ヶ岳公園展望タワー等）…一般財団

法人有本積善社（5年間）
・大波上集会所…大波上区（5年間）

❖工事請負契約の変更(次期最終処分場整備工事）
❖字の区域及び名称の変更（西神崎地区及び東神崎地区）
�詳細情報を公開中
　市議会定例会に関する資料・情報は、市政情
報コーナー（市役所本庁1階）で公開しているほ
か、市ホームページでも閲覧できます（右コー
ドからアクセス可）。　　　　　　　　《総務課》
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▼
詳
し
く
は
、地
域
づ
く
り
支
援
課（
☎
66
・

１
０
７
３
）へ
。

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　
２
月
16
日
、Ｊジ

ェ
イ‐
Ａ
Ｌア

ラ
ー
ト
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る「
緊
急
情
報（
国
民
保

護
）伝
達
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。訓
練
は
、全

国
一
斉
で「
防
災
行
政
無
線
」や「
自
動
起
動

ラ
ジ
オ
」、「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】２
月
16
日
㈬
11
時
ご
ろ

【
内
容
】❖
防
災
行
政
無
線
、自
動
起
動
ラ
ジ

オ
…
試
験
放
送
を
一
斉
に
放
送
❖
ま
い
づ
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
…
試
験
メ
ー
ル
を
自

動
的
に
一
斉
配
信

※
気
象
状
況
な
ど
で
訓
練
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・

１
０
８
９
）へ
。

１
１
９
番
回
線
の
工
事

　
２
月
25
日
㈮
２
時
～
３
時
の
間
の
約
３
分
間
、

N
T
T
局
舎
交
換
機
更
新
工
事
の
影
響
で
１
１

９
番
通
報
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。１
１

９
番
通
報
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
代
替
番
号（
☎

62
・
０
１
８
５
）へ
掛
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、消
防
本
部（
☎
65
・
０
２
１
４
）へ
。

税
の
申
告 

受
け
付
け
開
始

2月1日㈫
から

▪
市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

❖
所
得
税
・
消
費
税
…
２
月
10
日
㈭（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）ま
で
受
け
付
け
。税
理
士
の
申
告
相

談
も
同
時
実
施(

※)

。

※
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
所
得
、

贈
与
税
や
相
続
税
の
相
談
は
除
く
。

❖
市
・
府
民
税
…
2
月
16
日
㈬
～
3
月
15
日
㈫

(

土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く)

に
受
け
付
け
。

▪
市
・
府
民
税
申
告
書
の
送
付

　
昨
年
、市
・
府
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
人

に
は
、２
月
16
日
ま
で
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

届
か
な
い
人
や
新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
っ
た

人
は
、税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
６
）へ
連
絡
を
。

▪
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
年
間
４
０
０
万
円

以
下
で
、か
つ
、そ
の
他
の
所
得
が
年
間
20
万
円

以
下
の
人
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す

（
還
付
を
受
け
る
場
合
な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要
）。

　
た
だ
し
、次
の
人
は「
市
・
府
民
税
申
告
書
」

を
市
役
所
へ
提
出
す
る
と
、市
・
府
民
税
が
減
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。控
除
の
申
告
漏
れ

が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❖
市
・
府
民
税
が
減
額
に
な
る
人
…
市
・
府
民

税
が
課
税
さ
れ
、年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
社
会
保
険
料
控
除（
納
付
書
・
口
座

振
替
で
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
）、医

療
費
控
除
、扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除
の
追
加
・

変
更
が
あ
る
人

※
所
得
・
控
除
の
状
況
で
、控
除
を
申
告
さ
れ
て
も

税
額
が
変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
市
・
府
民
税
申
告
書
へ
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）の
記
載

　
市
・
府
民
税
の
申
告
に
は
申
告
者
と
被
扶
養
者

の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
が
必
要
で

す
。ま
た
、個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告
書
を
提
出

す
る
際
は
、申
告
者
の
本
人
確
認
と
番
号
確
認
が

で
き
る
書
類
の
提
示
か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

▪
税
務
署
へ
の
電
子
申
告
に
は
電
子
証
明
書
が
必
要

　

e イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-Tax

で
電
子
申
告
を
行
う
場
合
は
電
子
証
明

書
が
必
要
で
す
。電
子
証
明
書
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、有
効
期
限
切

れ
、住
所
異
動
な
ど
で
失
効
し
て
い
る
場
合
は
、

再
発
行
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
発
行
窓
口
】市
民
課
か
西
支
所
市
民
・
年
金
係

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
66
・
１
０
０
１
）、西

支
所
市
民
・
年
金
係（
☎
77
・
２
２
５
２
）へ
。

申 告 受 け 付 け の 日 程

受付会場 赤れんが4号棟
市役所本庁

（１階ロビー）
市役所西支所 舞鶴税務署

受付申告書 所得税・消費税 市・府民税 市・府民税 所得税・消費
税・贈与税

受付時間
❖9時30分～12時 
❖13時～16時

（相談受付締切
時間15時）

9時～16時 9時～16時 9時～16時

　
　
　
　
　
　
２
月

１日㈫     ●
～     ●

４日㈮     ●
７日㈪     ●
～     ●

10日㈭     ●
16日㈬ ● ● ●
～ ● ● ●

18日㈮ ● ● ●
21日㈪ ● ● ●
22日㈫ ● ● ●
24日㈭ ● ● ●
25日㈮ ● ● ●
28日㈪ ● ● ●

３
月

～ ● ● ●
4日㈮ ● ● ●
7日㈪ ● ● ●
～ ● ● ●

11日㈮ ● ● ●
14日㈪ ● ● ●
15日㈫ ● ● ●

※①②

※ ①所得税・消費税について、税理士によ
る相談と申告の受け付けを実施

※ ②右コードからLINE予約ができ
ます

※
申
告
の
相
談
・
受
け
付
け
は
●
印
の
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
実
施
。

　所得税などと市・府民税の申告受付日
は異なります。また「密」を避けるため、
会場内では待機できないので注意してく
ださい（時間指定の整理券を発行します）。
▪所得税・消費税
　自宅のパソコンやスマホから「e-Tax」か
国税庁ホームページ「確定申告コーナー」（下
コードからアクセス可）を利用し、
申告書を作成できます。
▶詳しくは、確定申告コールセン
ター（☎75・0801）音声案内「0」へ。
▪市・府民税
　「郵送」での提出にご協力ください。また、
スマホから市役所本庁での申告相談の事前
予約ができます。希望者は右下コードから
申し込みを（定員あり）。
▶詳しくは、税務課（☎66・1026）へ。

会場の「密」を
避けるためのお願い
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職
員
に
よ
る
水
質
検
査
や
24
時
間
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、金
魚
を
使
い
、由
良

川
原
水
を
24
時
間
監
視
す
る
多
重
シ
ス
テ
ム

で
水
質
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
上
下
水
道
を

提
供
す
る
た
め
に
、左
表
の
よ
う
な
経
営
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、人
員
の
削
減
、人
口
規
模
に
合

わ
せ
た
施
設
の
縮
小
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　
引
き
続
き
、経
営
改
革
を
進
め
、コ
ス
ト
を

縮
減
し
て
い
き
ま
す
。

　
上
下
水
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、７

月
と
11
月
に
実
施
し
、８
５
５
件
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
結
果
と
市
の
事

業
を
紹
介
し
ま
す（
結
果
の
詳
細

は
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

　
水
道
水
の
安
全
性
や
安
定
し
た
供
給
を

行
う
た
め
に
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

水
道
水
の
水
質
監
視

　
水
道
水
の
水
質
の
安
全
を
確
か
め
る
た
め
、

　
水
道
料
金
は
地
理
的
要
因
や
人
口
密
度
な

ど
の
条
件
で
、自
治
体
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　
近
隣
市
で
同
規
模
の
京
都
府
北
部
５
市
２

町
で
水
道
料
金
を
比
較
す
る
と
、舞
鶴
市
の

水
道
料
金
は
最
も
安
い
で
す
。

※
１
月
あ
た
り
に
20
立
法
㍍
を
使
用
し
た
場
合

　
ま
た
、上
下
水
道
料
金
を
合
算
す
る
と
福

知
山
市
に
次
い
で
、５
市
２
町
の
な
か
で
２

番
目
に
安
い
で
す
。

上
下
水
道
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
発
表

舞
鶴
市

上
下
水
道
だ
よ
り

安
全
性
や
安
定
供
給

料
金
と
使
用
料

上
下
水
道
の
経
営
改
革

水
道
事
業
の
取
り
組
み
で

関
心
が
あ
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

50代男性

　
　
安
全
性
や
安
定
供
給

　
　
水
道
料
金

　
　
水
道
水
の
味
・
水
道
管
の
老
朽
化

　
　
　
舞
鶴
市　
（
３
，０
６
９
円
）

　
　
　
福
知
山
市（
３
，３
７
１
円
）

　
　
　
与
謝
野
町（
３
，４
６
３
円
）

　
　
　
福
知
山
市（
６
，０
３
３
円
）

　
　
　
舞
鶴
市　
（
６
，１
３
３
円
）

　
　
　
与
謝
野
町（
６
，４
１
７
円
）

経営改革 内　容 効　果
操業業務の
専門業者へ
の委託

アイテック・タカダ・
サイエンスマイクロ
共同企業体に委託

４年間で 7,100 万円
削減

窓口業務の
専門業者へ
の委託

宮津市と共同で㈱
フューチャーインに
委託

４年間で 1,900 万円
削減

京都府北部
５市２町の
共同入札

福知山市との電力共
同入札を実施

年間約 1,400 万円削
減

今後も継続性を
大切に事業を頑
張ってもらいた
いです！

▲水質に異常があると監視装置で警報
が鳴る

自動採水

狂乱（プリアラーム）

致死（アラーム）

水質が悪く
なければ金
魚も平常

20代女性

他のまちに比
べて上下水道
料金が高いよ
うに思う…。

▲金魚の動きを水槽センサーが感知
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下
水
道
は
供
用
を
開
始
し
て
50
年
以
上
経

つ
管
が
増
え
つ
つ
あ
る
た
め
、老
朽
化
し
た

管
を
経
済
的
に
効
率
よ
く
更
新
す
る
計
画
を

定
め
、毎
年
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
台
風
や
豪
雨
、高
潮
で
浸
水
被

害
の
出
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。市
で
は
、京
都

府
と
連
携
し
、市
内
で
浸
水
被
害
の
多
い
高

野
川
流
域
の
浸
水
対
策
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。

京
都
府
の
高
野
川
護
岸
整
備
工
事

　
川
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に
、護
岸
を

整
備
し
、河
床
を
掘
り
下
げ
る
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
10
人
中
で
表
す
と
…

　
家
の
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
掃
除
し
な
い
と
油

や
汚
れ
が
固
ま
っ
て
排
水
が
流
れ
に
く
く

な
り
ま
す
。ま
た
、ト
イ
レ
な
ど
か
ら
布
や

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
な
ど
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
を
流
す
と
、排
水
管
が

詰
ま
っ
て
修
理
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。定
期
的
に
ク
リ
ー
ン
ま

す
を
掃
除
し

て
、
適
正
な

下
水
道
の
使

用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
10
人
中
で
表
す
と
…

　
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
３
種
類
あ

り
、市
内
の
観
光
施
設
で
無
料
配
布
中
で

す
。ぜ
ひ
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

上下水道だより すいすい

浸
水
対
策

下
水
道
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理

下
水
道
事
業
の
取
り
組
み
で

関
心
が
あ
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

ク
リ
ー
ン
ま
す
を

　
　
　
　
　
掃
除
し
て
い
ま
す
か
？

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

▲汚れたクリーンます

▲舞鶴市内で配布中のマンホールカード。表
にはふたのデザイン、裏にはデザインの説
明などが載っています。

◀市ホームページでマンホールカードを紹介

▲古くなった下水道管の中に風船のチューブのような素材を入れて内面
　を補強し、新しい管として再利用します。

10代男性

　
　
下
水
道
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理

　
　
下
水
道
使
用
料

　
　
浸
水
対
策

老朽化と災害に
対応できるよう
に早めの対応
を！

上
下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

水
道
の
使
用
開
始・中
止・名
義
変
更　
　
☎
66・１
６
３
２   

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
ご
り
水・漏
水
の
相
談
な
ど　
　
　
　

☎
66・１
０
２
８   

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課

雨
水
タ
ン
ク
と
宅
地
か
さ
上
げ
の
補
助   

☎
66・１
０
２
９   

下
水
道
整
備
課

・
４
人「
定
期
的
に
掃
除
し
て
い
る
」

・
２
人「
何
度
か
掃
除
し
た
こ
と
が
あ
る
」

・
２
人「
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
知
ら
な
い
」

・
１
人「
掃
除
し
た
こ
と
が
な
い
」

・
１
人「
そ
の
他
」

・
７
人
「
い
い
え
」

・
３
人  「
は
い
」

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あまり
知られて
いない…

ドレンロープ

被覆材
円筒補強織物

熱硬化性樹脂シート
カバークロス

ベースホース

樹脂製の新しい管

コンクリート製
の老朽化した管

▲工事が進む高野川の護岸

▪老朽化した下水道管を更新する工事（管更生工事）

正面から
見ると

11



京
の
プ
レ
ミ
ア
ム
米
コ
ン
テ
ス
ト
で

本
市
生
産
者 

が 

最
高
金
賞

第
５
回「
京
の
プ
レ
ミ
ア
ム
米
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
、全
１
７
４
点
か
ら
本
市
の
生
産
者
で
あ

る
岡
山
敏
之
さ
ん
が
、最
上
位
の
最
高
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
本
市

生
産
者
が
入
賞
、最
高
金
賞
を
受
賞
さ
れ
る

こ
と
は
初
め
て
の
栄
誉
で
す
。

大
山
地
区
在
住
の
岡
山
さ
ん
は
定
年
退
職

後
、本
格
的
に
農
業
を
開
始
。化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
を
極
力
控
え
、有
機
肥
料
を
中
心

と
し
た
土
作
り
に
よ
り
栽
培
し
、稲
が
登
熟

し
た
状
態
を
見
極
め
て
刈
り
取
り
ま
す
。ま
た
、

お
い
し
い
お
米
に
は
自
然
豊
か
な
大
山
の
き

れ
い
な
水
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
所
有
す
る
４
枚
の
田
で
と
れ
た
米
を
そ

れ
ぞ
れ
食
べ
比
べ
て
一
番
お
い
し
い
と
感
じ

た
米
を
出
品
し
ま
し
た
。
米
作
り
に
は
苦
労

が
多
い
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も『
食
べ
て
お
い

し
い
米
作
り
』を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
】京
都
府
が
主
催
し
、府

内
全
エ
リ
ア
を
対
象
に
、生
産
者
の
米
作
り

に
対
す
る
意
欲
を
醸
成
し
、お
い
し
い
お
米

の
生
産
技
術
の
向
上
と
京
都
府
産
米
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
を
目
指
す
も
の
。　　
《
農
林
課
》

　雑誌販売数トップシェアの宝島社が発行する「田舎暮らし
の本」2 月号の 2022 年版住みたい田舎ベストランキングで
次のとおり好順位でした。ランキング内容は、今後、移住相
談会や広報などで積極的に活用し、移住・定住施策の推進を
目指します。
▪近畿エリア（72 市町村中）
❖若者世代・単身者が住みたいまち…２位
❖子育て世代が住みたいまち…１位
❖シニア世代が住みたいまち…３位
▪人口５万人以上 20 万人未満のまち（173 市町村中）
❖若者世代・単身者が住みたいまち…12 位
❖子育て世代が住みたいまち…６位
❖シニア世代が住みたいまち…11 位
　同雑誌では「自然のなかで暮らしながら、質の高い教育が
受けられる」というタイトルで、合計特殊出生率（※）が 1.9
と高いことや子育て環境の充実に力を入れていること、マリ
ンスポーツや魚釣りが楽しめることなど、舞鶴市の特長が紹
介されています。　　　　　　　　　　《移住・定住促進課》

「田舎暮らしの本」子育て世代が
住みたいまちで近畿エリア１位

※合計特殊出生率…15 ～ 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの
　一人の女性が一生の間に生む子どもの数に相当する

122022 広報まいづる 2月号



多
く
な
い
」と
田
井
地
区
へ
の
熱
い
思
い
が
溢

れ
出
す
。

サ
ル
撃
ち
名
人

移
住
し
て
、田
井
地
区
の
住
民
と
の
付
き
合

い
も
親
密
に
な
る
。「
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、サ

ル
な
ど
の
鳥
獣
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

か
ら
何
と
か
な
ら
ん
か
な
」と
地
元
の
人
か
ら

要
望
が
あ
り
、自
身
も
山
が
好
き
で
猟
師
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
や
、地
域
に
１
人
は
猟
師
が

い
た
方
が
良
い
と
の
思
い
か
ら
舞
鶴
東
猟
友

会
へ
入
会
。わ
な
猟
と
猟
銃
の
両
方
の
免
許
を

取
得
し
、地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

わ
な
を
設
置
す
る
な
ど
、山
に
入
っ
て
は
鳥
獣

の
動
き
を
常
に
監
視
し
て
い
る
。中
で
も
農
地

へ
侵
入
し
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
サ
ル
を

猟
銃
で
捕
獲
す
る
こ
と
は
猟
友
会
の
中
で
も

群
を
抜
い
て
お
り
、そ
の
腕
前
か
ら「
サ
ル
撃

ち
名
人
」の
異
名
を
持
つ
。

地
元
の
人
が「
サ
ル
は
手
石
方
さ
ん
の
顔
を

覚
え
て
い
て
、顔
を
見
た
だ
け
で
逃
げ
て
い
く
。

中
に
は
手
石
方
さ
ん
の
車
を
見
た
だ
け
で
山

に
帰
っ
て
い
く
サ
ル
も
い
る
」と
話
す
ほ
ど
。

次
の
世
代
に
残
し
た
い
も
の

「
海
と
山
が
好
き
で
始
め
た
こ
の
仕
事
は
、

常
に
自
然
と
向
き
合
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も

仕
事
・
趣
味
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、今
の
こ

の
自
然
を
壊
し
た
く
は
な
い
。子
ど
も
達
に
も
、

こ
の
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
大
人
に
な
っ
て

職
業
は「
り
ょ
う
し
」。

海
と
山
が
あ
る
地
形
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
し

か
で
き
な
い
漁
師
と
猟
師
。

こ
の
ど
ち
ら
か
を
し
て
い
る
人
は
少
な
く
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
こ
な
し
て
い

る
人
は
そ
う
多
く
な
い
。

自
然
溢
れ
る
舞
鶴
で
海
と
山
に
携
わ
る
仕
事

の
二
刀
流
で
、
気
候
や
鳥
獣
と
格
闘
し
な
が
ら

も
日
々
を
楽
し
む
手
石
方
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

漁
師
×
猟
師

　
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
す
る
思
い

田井水産 兼
舞鶴東猟友会 所属

手
て い し か た

石方 健一 さん

Vol.92

趣
味
が
高
じ
て
手
に
職
を
つ
け
る

「
小
学
生
の
頃
か
ら
山
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
り
、

海
水
浴
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。

夏
休
み
に
な
る
と
友
人
と
五
老
岳
に
行
っ
た

り
海
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
」と
当
時
の
こ
と

を
楽
し
そ
う
に
振
り
返
る
。中
学
生
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
ず
友
人
と
海
・
山
に
行
っ
て
い
た

そ
う
。今
で
も
海
で
魚
釣
り
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
て
い
る
。

漁
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、知

人
の
漁
師
の
紹
介
。自
分
に
合
っ
た
仕
事
だ
と

考
え
、田
井
水
産
で
働
く
こ
と
を
決
意
。職
場

が
海
な
ら
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
に
住
み
た

い
と
田
井
地
区
に
移
住
し
た
。

「
田
井
地
区
の
あ
る
大
浦
半
島
は
壮
大
な

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
て
、日
本
海
が
開
け
て
い

る
場
所
に
位
置
す
る
。舞
鶴
湾
か
ら
出
て
漁
を

し
て
い
る
の
で
、、海
が
時し

け化
た
時
は
漁
が
で

き
な
い
と
き
も
あ
る
が
、そ
れ
も
自
然
の
摂
理
。

こ
れ
ほ
ど
広
大
な
自
然
溢
れ
る
場
所
は
そ
う

▲山へ猟に入っていく様子

も
ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
手
石
方
さ
ん
は

今
日
も「
り
ょ
う
」を
す
る
た
め
、海
・
山
へ
と

向
か
っ
て
い
く
。

▲漁を行うため船で沖に出ていく様子
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材
料［
４
人
分
］

❖
牡
蠣（
加
熱
用
）…
１
８
０
㌘

❖
卵
…
４
個

❖
ニ
ラ
…
２
０
０
㌘

❖
ご
ま
油
…
大
さ
じ
１

❖
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
…
大
さ
じ
１・５

❖
砂
糖
…
小
さ
じ
１

❖
し
ょ
う
ゆ
…
小
さ
じ
２

ま
い
づ
る
レ
シ
ピ
帖

簡
単
レ
シ
ピ
で
手
軽
に
ヘ
ル
シ
ー

牡か
き蠣

の
ニ
ラ
玉

作
り
方

①
水
に
塩（
６
０
０
㍉
㍑
：
大
さ
じ
１
の
割
合
）

を
よ
く
溶
い
た
ボ
ウ
ル
の
中
で
、牡
蠣
を

１
粒
ず
つ
入
れ
、汚
れ
と
ぬ
め
り
を
取
る
。

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
上
に
移
し
、も
う

１
枚
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
乗
せ
て
優
し

く
押
す
よ
う
に
水
気
を
取
り
除
く
。
ニ
ラ

を
長
さ
４
㌢
に
切
り
、卵
は
溶
き
ほ
ぐ
し

て
お
く
。
Ⓐ
は
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
中
火
で
熱
し
、

牡
蠣
を
重
な
ら
な
い
よ
う
に
入
れ
、あ
ま

り
触
ら
ず
１
～
２
分
ほ
ど
焼
く
。
裏
返
し

て
ふ
た
を
し
、牡
蠣
の
身
が
ぷ
っ
く
り
す

る
ま
で
１
～
２
分
ほ
ど
焼
い
て
い
っ
た
ん

取
り
出
す
。

③
②
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ニ
ラ
と
Ⓐ
を
加
え
て

20
秒
ほ
ど
炒
め
合
わ
せ
、牡
蠣
と
溶
き
卵
を

入
れ
て
全
体
を
大
き
く
混
ぜ
て
半
熟
に
な

れ
ば
火
を
止
め
て
器
に
盛
る
。

牡
蠣
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、亜
鉛
、鉄
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
、ア
ミ
ノ
酸
、タ
ウ
リ
ン
、グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
な
ど
が
多
く
含
ま
れ「
海
の
ミ
ル
ク
」と

言
わ
れ
る
ほ
ど
栄
養
価
が
高
い
食
材
で
す
。

【
協
力
】谷
口
久
美
子（
食
生
活
指
導
士
）

１
人
分 

約
１
６
６
㌔
㌍　
塩
分
約
１
・
９
㌘

舞
鶴
の
食
材
…
牡
蠣
、
卵

 Vol.68

Ⓐ ｛

高
校
生
が
考
え
る

８
月
号
か
ら
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）を
市
内
高
校
・
高
専
の

生
徒
・
学
生
が
考
え
て
い
ま
す
。
第
７
回
は

２
巡
目
の
西
舞
鶴
高
校
。
理
数
探
究
科
の
生

徒
を
中
心
に
、毎
年
行
わ
れ
る
冠
島
で
の
オ
オ

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
調
査
で
、冠
島
調
査
研
究
会（
会

長
：
須
川
恒
さ
ん
）に
同
行
し
て
調
査
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
そ
の
調
査
が

コ
ロ
ナ
禍
で
第
１
次（
春
）第
２
次（
夏
）と
も
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、同
校
冠
島
調
査
グ
ル
ー
プ
の
生
徒

た
ち
は
、こ
の
状
況
の
中
で
も「
冠
島
と
オ
オ

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
学
び
、世
界
に
伝
え

ら
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
」と
い
う
思
い
の
も
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
な
ど
で
冠

島
と
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
学
び
、教

員
指
導
の
も
と
、同
校
生
徒
が
調
査
を
紹
介
す

る
動
画（
日
本
語
版
、英
語
版
）を
作
成
し
ま
し

た（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
第
７
回

日本語版ナレーション
理数探究科３年
𠮷村 勇希さん　
　１年生の時に冠島調査
に参加しました。身近に
あれほどの自然があること
に感動し、同時に多くの人
に知ってほしいと思いまし
た。ぜひ後輩たちに、僕た
ちの後を引き継いで、調
査に参加してほしいと思
います。

英語版ナレーション
理数探究科３年
深井 悠楽さん　
　今年、冠島調査に参加する
予定がコロナ禍のため参加で
きず、大変残念でした。冠島
やオオミズナギドリについて学
び、いつか行きたいです。英
語部なので、英語のナレーショ
ンを担当しました。世界中の
人に日本や舞鶴の自然を伝え
られるとうれしいです。

▲英語版▲日本語版

142022 広報まいづる 2月号



食
の
導
入
、全
小
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
配
備
、子
ど
も
達
に
夢
や
希
望
を
持
た
せ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、さ
ら
に
は
、バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、鉄
道
利
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
高
齢

者
外
出
支
援
事
業
の
推
進
、住
民
に
よ
る
新
た

な
移
動
手
段
と
な
るm

ミ

ー

モ

eemo
の
ス
タ
ー
ト
、

多
世
代
交
流
施
設
ま
な
び
あ
む
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
事
業
と
事
業
を
結
び
つ
け
面
的

な
効
果
を
上
げ
る
中
で
、今
般
、田
舎
暮
ら
し

の
本「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、

本
市
が
、近
畿
エ
リ
ア
で
、子
育
て
世
代
が
住

み
た
い
ま
ち
第
1
位
、若
者
世
代
や
単
身
者
が

住
み
た
い
ま
ち
第
2
位
、シ
ニ
ア
世
代
が
住
み

た
い
ま
ち
第
3
位
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

5
㍉
以
下
の
小
さ
な
破
片
と
な
り
、海
の
生
き

物
た
ち
が
エ
サ
と
一
緒
に
飲
み
込
み
体
内
に
蓄

積
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、生
態
系
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、分
解
さ
れ
な
い
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
重
量
は
、２
０
５
０
年
に
は
海
に
住
む
魚
の

重
量
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、屋
外
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
出
た
ご
み
を
き
ち

ん
と
持
ち
帰
る
な
ど
、一
人
ひ
と

り
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。私
た

ち
に
と
っ
て
身
近
な
海
を
守
る
た

め
に
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。　
　
　
《
生
活
環
境
課
》

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

近
年
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
直
接
海
に
捨
て

ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ポ
イ
捨

て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
風
で
飛
ば
さ
れ
た

レ
ジ
袋
な
ど
の
ご
み
も
、風
や
雨
に
よ
っ
て
川

へ
流
さ
れ
、最
終
的
に
海
へ
た
ど
り
つ
き
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ご
み
は
、紫
外
線
や
水
な
ど
で
劣

化
し
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る

ご
み
ブ
ク
ロ
ウ
の

ご
み
講
座

本
州
か
ら
九
州
の
山
地
の
日
当
た
り
の
良
い

所
に
生
え
る
多
年
草
本
。葉
は
根
出
し
長
い
柄

が
あ
り
長
三
角
状
狭
卵
形
で
縁
に
は
低
い
鋸
歯

が
あ
る
。裏
面
は
紫
色
を
帯
び
、葉
脈
に
沿
っ
て

白
い
斑
の
入
る
も
の
も
あ
る
。春
、葉
の
間
か
ら

葉
よ
り
も
高
く
花
柄
を
出
し
紅
紫
色
の
花
を
横

向
き
に
つ
け
る
。花
弁
は
長
さ
８
～
12
㍉
、距き
ょ（
※
）

は
長
さ
５
～
６
㍉
で
上
へ
曲
が
る
。名
前
の
由

来
は「
紫
背
ス
ミ
レ
」で
葉
の
裏
が
紫
色
を
帯
び

る
こ
と
か
ら
。舞
鶴
の
山
で
も
よ
く
見
か
け
る
。

※
花
の
基
部
に
つ
く
管
状
の
突
出
部
、多
く
は
中

に
蜜
腺
を
持
つ

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗

 Vol.181

住
み
た
い
ま
ち
舞
鶴
を
目
指
し
て

平
成
23
年
度
か
ら
の
第
6
次
総
合
計
画「
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」、令
和
元
年
度
か
ら
の
第
7
次
総
合
計
画

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を 

お

年
寄
り
に
は
感
謝
を
」を
基
本
理
念
に
、幅
広

い
世
代
を
対
象
に
時
代
が
求
め
る
変
化
に
応
じ

て
、種
々
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

乳
幼
児
教
育
や
発
達
支
援
を
充
実
強
化
す

る
た
め
、子
育
て
交
流
施
設
あ
そ
び
あ
む
や

う
み
べ
の
も
り
保
育
所
、舞
鶴
こ
ど
も
園
の
オ
ー

プ
ン
、乳
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、発
達

支
援
施
設
さ
く
ら
ん
ぼ
園
や
医
療
的
ケ
ア
児

居
宅
支
援
事
業
の
推
進
、全
中
学
校
に
学
校
給

ド
ク
タ
ー
Ｔ
の
ひ
と
り
ご
と　
　

　
　
　
　
～
そ
の
１
０
９
～

シハイスミレ（スミレ科）

「
消
防
出
初
式
」

１
月
９
日
、消
防
出
初
式
を
開
催
。
約
１
，

２
０
０
人
の
市
民
ら
が
見
学
す
る
中
、分
列

行
進
や
一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
一

斉
放
水
は
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ラ
イ

ブ
配
信
を
実
施
。
見
逃
し
た
人
は
市
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム（
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
《
消
防
本
部
・
広
報
広
聴
課
》

MAICA

カ
メ
ラ
ア
イ
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近畿市町村広報紙コンクールで最優秀賞を受賞

近畿で一番の広報紙に
　昨年発行した「広報まいづる」９月号が第33回近
畿市町村広報紙コンクール（毎日新聞社・毎日文
化センター主催）で応募総数75団体の中から第１位
となる最優秀賞を受賞しました。
　９月号は海軍舞鶴鎮守府開庁から120年の節目
の年で、鎮守府の歴史を軍にゆかりのある日星高校
の生徒が市内の各所を訪れるというストーリーで展開。
審査では「古い写真を使っているのは市民にとって
も貴重な史料となり、高校生を登場させるのも面白
いアイデア。人の話をたくさん使うなど充実したもの
になっている」と講評を受けました。
　今後も、市の情報を分かりやすく伝え、市民の皆
さんに愛される広報紙を目指します。

《広報広聴課》

あ
な
た
の
意
見
や
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
！

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト

【
広
報
ま
い
づ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】

　
「
広
報
ま
い
づ
る
」の
内
容
の
満
足
度
は
、

次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
？

　
①
大
変
良
い　
②
良
い

　
③
不
満　
④
大
変
不
満

　
広
報
ま
い
づ
る
２
月
号
で
興
味
・
関
心
を

持っ
た
記
事
は
何
で
す
か
？

　
広
報
紙
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？
ま
た
、ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ら
？

【
応
募
方
法
】

「
は
が
き（
〒
6
2
5
‐
8
5
5
5（
住
所
不
要
）

舞
鶴
市
役
所
広
報
広
聴
課
あ
て
）」か「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）」で
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答 

②
住
所 

③
氏

名（
ふ
り
が
な
） 

④
年
齢 

⑤
電
話
番
号 

⑥
広
報
紙

や
市
政
へ
の
意
見
な
ど
を
記
入
し
、２
月
25
日
㈮

（
消
印
有
効
）ま
で
に
広
報
広
聴
課
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
。当
選
者
は
全
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
が
あ
っ
た
人
の
中
か
ら
抽
選

で
決
定
。発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
い
た
だ
い
た
感
想
や
意
見
は
、匿
名
で
広
報

紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
．

２
．

３
．

今 月 の プ レ ゼ ン ト

【提供】新日本海フェリー㈱舞鶴支店（浜、☎62・3000）

オーセントホテル小樽　
チョコレートシュトーレン 5名

※スイートチョコかホワイトチョコのどちらか一つをプレゼ
ント。選べません。

各フェリー寄港地の土産などを販売している舞鶴港フェ
リーターミナルショップ。バレンタイン＆ホワイトDAY企
画として感謝を込めて新日本海フェリーグループホテル

『オーセントホテル小樽』のチョコレートシュトーレンをお
届け。生地にココアパウダーを練り込み食感と風味の良い
マカダミアナッツ、ピスタチオナッツなどを入れたスイートチョ
コレートとココナッツ、クランベリー、いちじくの白ワイン煮
を生地に練り込んだホワイトチョコレートの2種類です。

162022 広報まいづる 2月号



　
冬
は
、夏
に
比
べ
て
運
動
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
が
期
待
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、冬
は
夏
に
比
べ
て
体
温
を
維
持
す

る
た
め
に
、体
の
中
の
糖
質
や
脂
質
、た
ん
ぱ

く
質
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
燃
焼
さ
せ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー（
熱
量
）を
つ
く
る
か
ら
で
す
。

内
臓
や
筋
肉
な
ど
の
組
織
を
寒
さ
か
ら
守
り
、

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
代
謝
エ
ネ
ル

ギ
ー（
生
命
維
持
の
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
）は
、夏
よ
り
も
冬
に
上
が
り
や

す
く
、ま
た
、身
体
活
動
の
た
め
、筋
肉
の
温

度
を
上
げ
る
と
き
に
も
冬
は
夏
よ
り
も
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
活
動
時
に
つ
く
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

安
静
時
の
1
・
5
倍
～
３
倍
以
上
と
い
わ
れ
、

私
た
ち
の
体
温
は
、約
40
㌫
は
筋
肉
か
ら
作

ら
れ
ま
す
。
冷
え
性
改
善
の
た
め
に
も
体
を

動
か
し
、筋
肉
を
付
け
る
と
よ
り
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
寒
い
時
は
、体
の
ポ
カ
ポ
カ
を
持
続
で
き

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
有

酸
素
運
動
が
効
果
的
で
す
。
天
候
が
悪
い
時

は
、家
の
中
で
で
き
る
足
踏
み
や
ス
ク
ワ
ッ

ト
な
ど
も
効
果
が
あ
り
、掃
除
や
洗
濯
の
家

事
な
ど
も
、し
っ
か
り
呼
吸
し
て
筋
肉
を
意

識
し
て
使
え
ば
、有
酸
素
運
動
や
筋
ト
レ
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、雪
か
き
も「
運
動
」と
考
え
る
こ
と

が
で
き
、そ
の
効
果
は
、軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

同
程
度
で
す
。

▪
冬
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
注
意
点

❖
い
き
な
り
寒
い
屋
外
へ
出
な
い
…
冬
場
は

外
気
温
の
低
さ
か
ら
血
管
が
収
縮
し
、血
圧

が
上
昇
し
や
す
く
心
臓
へ
の
負
担
が
増
加

す
る
た
め
、高
齢
者
や
心
血
管
疾
患
が
あ
る

人
は
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。暖
か
い
室

内
で
十
分
に
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

ま
し
ょ
う
。

❖
体
を
冷
や
さ
な
い
…
帽
子
、手
袋
、マ
ス
ク

な
ど
で
冷
た
い
外
気
を
遮
断
し
、体
を
冷
や

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❖
衣
類
内
に
湿
気
が
こ
も
ら
な
い
工
夫
を
…

厚
め
の
服
を
着
こ
む
の
で
は
な
く
、吸
湿
・

速
乾
性
の
あ
る
素
材
を
上
手
に
使
い
、体
が

温
ま
る
ご
と
に
１
枚
ず
つ
脱
げ
る
よ
う
重

ね
着
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
筋
肉
を
付
け
る
に
は
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
で
す
が
、大
変
そ
う
だ
し
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し

か
し
、そ
の
部
分
を
使
う
だ
け
で
筋
肉
が
付

く
と
考
え
れ
ば
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
り
ま
せ

ん
か
。逆
に
考
え
る
と
、筋
肉
が
付
い
て
い
な

い
と
こ
ろ
は
、そ
の
部
分
が
使
え
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
体
の
筋
肉
の
大
部
分
は
、下
半
身
に
あ
る

た
め
、下
半
身
の
筋
肉
を
使
う
運
動（
ス
ク
ワ
ッ

ト
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）を
行
う
と
、よ
り
効
果

的
で
す
。

　
ま
た
、一
定
の
リ
ズ
ム
で
行
う
有
酸
素
運

動
は
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
や
ス
ト
レ
ス
解
消
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。こ
の
冬
、

ゆ
っ
く
り
と
無
理
な
く
運
動
を
続
け
る
こ
と

で
免
疫
力
を
上
げ
、コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
打
ち
勝
つ
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

冬
の
運
動
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ス
!?

寒
さ
に
注
意
し
て
運
動
を
継
続

マ
イ
健
康
通
信

ホ
ッ
ト
な
健
康
情
報
を
お
届
け
！

寒
い
冬
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
お
勧
め

健康教室と相談カレンダー 〈共通〉場所は中総合会館

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止になる場合があります。参加前に電話か市ホームページで開催状況を確認してください。

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H31.3.1～R1.8.10生まれ 2月17日㈭
９時～10時55分 ❖歯の話

❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着20人 300円 前日までに
電話で

２歳児 R1.8.11～R2.2.14生まれ

２歳６か月児 H31.3.23～R1.9.6生まれ 3月3日㈭
９時～10時55分２歳児 R1.9.7～R2.3.10生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者
2月15日㈫
13時15分～14時15分
14時45分～15時45分

❖離乳食の話
❖来所…先着各

5人
❖オンライン…

先着各 8 人
無料

5 日前まで
に市ホーム
ページで

筋
肉
を
付
け
る
に
は
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、予

定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
催　
し

引
揚
記
念
館 

（
☎
68
・
０
８
３
６
）

▪
企
画
展「
新
収
蔵
品
展 

記
憶
が
つ
な
ぐ
未
来
」

時
４
月
17
日
㈰
ま
で
の
９
時
～
17
時

内
令
和
２
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
の
紹

介
展
示

▪
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
２
月
27
日
㈰
14
時
か
ら

内
抑
留
と
音
楽
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
と
演
奏

陶
芸
サ
ー
ク
ル・教
室
利
用
者
の「
陶
芸
展
」

時
２
月
３
日
㈭
～
３
月
２
日
㈬
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
２
月
７
日
㈪
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
花
鳥
風
月
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演

奏「
私
の
お
父
さ
ん
」「
海
の
見
え
る
街
」「
人
生
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」ほ
か

《
令
和
４
年
度
出
演
者
の
募
集
》時
４
月
～
来
年
３

月
の
平
日
12
時
10
分
～
12
時
50
分（
開
催
は
月
１

回
程
度
）

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

対
❖
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
❖
18
歳
以
上
❖
ア

ン
プ
や
マ
イ
ク
を
使
用
し
な
い
生
演
奏
や
歌
唱

な
ど（
そ
の
他
要
件
あ
り
）

申
所
定
の
用
紙（
文
化
振
興
課
に
備
え
付
け
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
デ
モ

音
源
を
添
え
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
同
課
へ
。

※
３
月
下
旬
ま
で
に
選
考
結
果
を
通
知

〈
共
通
〉問
海
の
見
え
る
舞
鶴
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局（
同
課
内
、☎
66
・

１
０
１
９
）

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
２
月
８
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

▪
読
書
会

時
３
月
７
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
有
川
浩
著『
キ
ケ
ン
』

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
２
月
16
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

確
定
申
告
相
談
会

時

２
月
９
日
㈬
10
時
～
12
時
、13
時
30
分
～
16

時（
各
30
分
間
隔
に
指
定
）

場
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
先
着
18
人（
予
約
制
）

申
電
話
で（
一
財
）舞
鶴
勤
労
者
福
祉
協
議
会

（
☎
64
・
３
２
０
０
）へ
。

田
主
誠
版
画
展「
心
を
ひ
ろ
う
旅
」

時
２
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
10
時
～
17
時

場
総
合
文
化
会
館

内

舞
鶴
出
身
の
版
画
・
造
形
家
、田
主
誠
さ
ん

の
南
太
平
洋
諸
国
の
文
化
・
生
活
様
式
に
関
す

る
作
品
を
展
示
。

問
同
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

公
民
館
作
品
展

▪
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

時
３
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰
９
時
30
分
～
16
時
30

分（
６
日
は
15
時
ま
で
）

▪
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時
３
月
４
日
～
６
日
９
時
30
分
～
16
時
30
分（
６

日
は
15
時
30
分
ま
で
）

▪
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時
３
月
５
日
㈯
・
６
日
９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
６
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

▪
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時
３
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
９
時
～
17
時（
13
日
は

16
時
ま
で
）

▪
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時
３
月
12
日
㈯
・
13
日
10
時
～
16
時
30
分（
13
日

は
15
時
ま
で
）

〈
共
通
〉

内
各
公
民
館
の
定
期
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に

参
加
し
た
人
の
絵
画
や
書
、写
真
、絵
手
紙
な
ど

の
作
品
を
展
示
。体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。

２
月
の
お
知
ら
せ

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

【
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牡
蠣
ま
つ
り

時
２
月
11
日
㈷
10
時
～
15
時

場

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
内

カ
キ
の
販
売
、焼
き
ガ

キ
コ
ー
ナ
ー
、カ
キ
タ
ワ
ー
選
手
権
な
ど

問
同
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
２
月
18
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
西
図
書
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

貴
碩
書
道
教
室
・
書
道
展

時
２
月
27
日
㈰
10
時
～
16
時

場
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
問（
一
財
）舞
鶴
勤
労

者
福
祉
協
議
会（
☎
64
・
３
２
０
０
）

陶
芸
館
作
品
展

時
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
10
時
～
17
時（
６
日
は

16
時
ま
で
）
場
総
合
文
化
会
館
内
陶
芸
館
で
作

陶
さ
れ
た
作
品
を
展
示
。５
日
は
ろ
く
ろ
体
験

も
実
施（
１
回
１
，０
０
０
円
）

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

　
教　
室

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

時
２
月
22
日
㈫
14
時
～
15
時
30
分

場
中
総
合
会
館
内
穀
雨
企
画
室
代
表
の
渡
辺
毅

さ
ん
に
よ
る
講
演「
最
近
の
話
題
を
切
り
口
に
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
」
定
先
着
40
人

他
託
児
、要
約
筆
記
、手
話
通
訳
を
希
望
す
る
場

合
は
、申
し
込
み
を
申

２
月
14
日
㈪
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・

１
０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

公民館定期講座 受講生を募集

　各公民館が１年を通して開催する定期講座の受講生を募集。ギター
やヨガ、写真などの講座を用意しています。
　いずれも対象は初心者で、市内在住か在勤、在学の18歳以上。
日時、定員、料金などは各講座で異なります。
　申し込みは、３月11日㈮までに電話かファクス、窓口で各公民館へ。

▪まなびあむ（☎64・4060、ＦＡＸ64・4064）
❖クラシックギター❖大正琴❖キーボード❖華道(池坊)❖茶道(裏
千家)❖書道❖論語を楽しむ❖着物着付け❖気功❖想作手房(手編み・
手芸)❖フラワーアレンジメント
▪南公民館（☎62・0288、ＦＡＸ65・4746）
❖クラシックギター❖ステキな大正琴♪（木村流）❖はじめてのオカ
リナ❖生け花（池坊）❖茶道（裏千家）❖ひめトレ　はじめてヨガ❖絵
手紙❖ステンドグラス
▪城南会館（☎78・1800、ＦＡＸ78・1300）
❖ギター❖ウクレレ❖茶道（表千家）❖ひめトレ＆スローエアロビッ
ク❖がんばらない運動❖水彩画❖クラフトバンド手芸❖男性料理
❖焙

い

りたてコーヒー
▪西公民館（☎75・6501、ＦＡＸ77・1314）
❖オカリナ❖華道(嵯峨御流)❖茶道(裏千家)❖書道❖ひめトレエク
ササイズ❖フラダンス❖めざせ英語100万語快読講座❖中国語❖韓
国語❖水墨画❖パッチワーク❖俳句
▪加佐公民館（☎83・0036、ＦＡＸ83・0320）
❖大正琴❖華道（池坊）❖茶道（籔内流）❖着物着付け❖短歌❖囲碁
❖健康体操「ストレッチ」❖あたまイキイキ音読❖トールペイント
❖歴史の道を歩く❖自然観察と野外ハイク
▪大浦会館（☎68・2010、ＦＡＸ68・2011）
❖カラオケ❖やさしいピアノ講座❖華道（池坊）❖はじめての茶道(裏
千家）❖書道❖リフレッシュ体操❖おどってみよう！フラダンス
❖タイ式ヨガ（ルーシーダットン）❖朗読Ⅲ・上達話す力❖トールペ
インティング❖絵手紙❖クラフトバンド手芸
▪中公民館（☎62・0400、ＦＡＸ62・0442）
❖クラシックギター❖大正琴❖生け花(池坊)❖茶道(裏千家)❖実用
習字❖体を整えるゆったりヨガ❖ベビーヨガ❖写真

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12 時 40 分～
12時50分。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

【
有
料
広
告
】

市の広報番組
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ま
で
に
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。
問
人
権
啓
発

推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）

高
齢
者
向
け
初
心
者
ス
マ
ホ
教
室

▪
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時
２
月
18
日
㈮
11
時
～
12
時

▪
加
佐
公
民
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）

時
２
月
22
日
㈫
11
時
～
12
時

▪
大
浦
会
館 （
☎
68
・
２
０
１
０
）

時
２
月
25
日
㈮
11
時
～
12
時

▪
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時
２
月
25
日
11
時
～
12
時

▪
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時
２
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～
14
時
30
分

〈
共
通
〉

内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
動
画
の
閲
覧
、カ
メ
ラ
、

地
図
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
方
法
な
ど

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
る
人

定
先
着
各
12
人

申
電
話
で
各
館
へ
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座

時
２
月
24
日
㈭
10
時
～
12
時
、14
時
～
16
時

場
市
役
所
本
庁（
14
時
～
16
時
は
西
図
書
館
）

内
心
に
不
調
を
抱
え
て
い
る
人
や
自
殺
に
傾
い

て
い
る
人
が
出
す
サ
イ
ン
の
気
付
き
方
、声
の
掛

け
方
、話
の
聞
き
方
、支
援
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

対
市
内
在
住
か
在
勤
、在
学
の
高
校
生
以
上

定
先
着
各
30
人

他
東
・
西
図
書
館
で
、２
月
19
日
㈯
か
ら
３
月
中

旬
ま
で
自
殺
予
防
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

申
２
月
18
日
㈮
ま
で
に
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）か
電
話
、フ
ァ
ク
ス

で
氏
名
、電
話
番
号
を
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
66
・
５
０
０
１
、ＦＡＸ
62
・
２
０
５

０
）へ
。

健
や
か
体
操
教
室

▪
ま
な
び
あ
む

時
❖
４
月
６
日
～
来
年
３
月
29
日
の
毎
週
水
曜

日
、13
時
15
分
か
ら
、14
時
40
分
か
ら
❖
４
月
７

日
～
来
年
３
月
30
日
の
毎
週
木
曜
日
、10
時
か
ら

❖
４
月
８
日
～
来
年
３
月
24
日
の
毎
週
金
曜
日
、

10
時
か
ら

定
各
25
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▪
城
南
会
館

時

４
月
５
日
～
３
月
28
日
の
毎
週
火
曜
日
、10

時
か
ら

定

30
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

〈
共
通
〉

内
運
動
指
導
士
に
よ
る
有
酸
素
運
動
を
中
心
と

し
た
運
動

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

料
１
回
４
０
０
円

申
２
月
15
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

希
望
教
室（
第
２
希
望
ま
で
）を
記
入
し
、ま
な
び
あ

む（
☎
64
・
４
０
６
０
、〒
６
２
５
‐
０
０
３
５
字

溝
尻
１
５
０
‐
11
）へ
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

▪
キ
ッ
ズ
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
教
室

時

２
月
４
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、18
時
～
18
時

50
分
対
小
学
１
～
６
年
生

料

1
回
８
０
０
円（
月
会
員
制
）申
窓
口
か
電
話
で
。

▪
め
ざ
せ
！
し
の
び
ポ
ケ
モ
ン 
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
！

時
・
対
３
月
５
日
㈯
❖
10
時
～
11
時
30
分
…
４

～
６
歳
❖
13
時
30
分
～
15
時
…
小
学
１
～
３
年
生

内
忍
者
の
修
行
に
見
立
て
た
ミ
ズ
ノ
運
動
あ
そ

び
プ
ロ
グ
ラ
ム

定
先
着
各
20
人
料
２
，０
０
０
円

申
２
月
２
日
㈬
10
時
か
ら
電
話
で
東
体
育
館
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
２
月
10
日
㈭
18
時
～
21
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定

先
着
20
人
申

電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・

０
１
１
９
）へ
。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

〜
子
ど
も
を

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
性
被
害
・
性
暴
力
」か
ら
守
る
〜

時
２
月
12
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
福
知
山
市
民
ホ
ー
ル（
福
知
山
市
）

内「
今
、子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
性
の
学
び
～

幸
せ
と
安
全
の
た
め
に
～
」と「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利

用
し
た
若
年
層
の
性
被
害
に
関
す
る
事
例
紹
介
」

定
❖
会
場
…
先
着
３
０
０
人
❖
オ
ン
ラ
イ
ン
…

先
着
１
０
０
人

他
託
児
、要
約
筆
記
、手
話
通
訳
を
希
望
す
る
場

合
は
、申
し
込
み
時
に
申
し
出
を
申
２
月
４
日
㈮

施設の休館日

■ 田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 文化公園体育館　第２木曜日　
■ 東体育館　第３木曜日

【
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募　
集

介
護
福
祉
士
養
成
科
受
講
生
in
舞
鶴

　
公
共
職
業
訓
練
を
活
用
し
て
国
家
資
格
の
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
、介
護
福
祉
の
現
場

で
働
き
た
い
人
を
募
集
。履
修
場
所
…
舞
鶴
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門
学
校
、修
学
期
間
…
２
年
間
。

対
❖
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
人
❖
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
受
講
推
薦
・
受
講
指
示
・
支
援
指
示
を
受
け
た

人
❖
介
護
福
祉
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人

申
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
☎
75
・

８
６
０
９
）へ
。
問
京
都
府
立
福
知
山
高
等
技
術

専
門
校（
☎
０
７
７
３
・
27
・
９
０
２
２
）

自
衛
官
等

▪
予
備
自
衛
官
補

申
４
月
８
日
㈮
ま
で
。ウ
ェ
ブ
試
験
も
実
施
可
能
。

自
宅
か
ら
筆
記
試
験
の
み
受
験
可
。

《
一
般
》時
４
月
17
日
㈰
場
陸
上
自
衛
隊
宇
治
駐

屯
地（
宇
治
市
）対
18
歳
～
34
歳
未
満

《
技
能
》時
４
月
11
日
㈪
～
17
日
の
い
ず
れ
か
１

日
場
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地（
伊
丹
市
）

対

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は
53
歳
未
満
～
55
歳
未

満
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
）

▪
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
中
。

対

18
歳
～
33
歳
未
満（
詳
細
は
要
問
合
せ
）

他
２
～
３
年
の
任
期
制
自
衛
官
コ
ー
ス

《
共
通
》
問
防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所

（
☎
63
・
３
２
７
２
）

ま
な
び
あ
む（
屋
外
広
場
）の
臨
時
出
店
者

　
市
内
の
事
業
者（
法
人
含
む
）を
対
象
に
屋
外

広
場（
一
店
舗
５
平
方
㍍
程
度
）へ
の
出
店
希
望

者
を
公
募
。資
格
・
条
件
は
次
の
と
お
り
。

 

❖
出
店
者
の
業
種
、扱
い
商
品
は
問
わ
な
い
が
既

入
居
施
設
の
商
品
と
競
合
し
な
い
こ
と
❖
ガ
ソ

リ
ン
の
使
用
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
配
車
は
不
可

 

❖
ご
み
は
出
店
者
で
責
任
を
も
っ
て
収
集
す
る

こ
と

時
４
月
～
９
月（
上
限
15
日
間
、１
日
２
店
舗
ま
で
）

料
敷
地
代
と
電
気
代
申

３
月
１
日
㈫
ま
で
に
、

応
募
用
紙（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）を
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
で
ま
な
び
あ
む（
〒
６
２
５
‐

０
０
３
５
字
溝
尻
１
５
０
‐
11
、☎

64・４
０
６
０
、ＦＡＸ
64・４
０
６
４
）へ
。

「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」新
規
登
録
店

　
「
舞
鶴
の
さ
か
な
」を
使
用
し
た
料
理
や
産
品

を
積
極
的
に
提
供
す
る
店
舗
を
募
集
。

時
２
月
12
日
㈯
ま
で
申
申
請
書（
水
産
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
郵
送
か
窓
口
で
。
問
水
産
課（
☎
66・
１
０
２
０
）

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
の
支
給
申
請

対
❖
生
活
保
護
世
帯
❖
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
、ひ
と
り
親
世
帯
、障
害
者
世
帯（
父
母
か
そ
の

ど
ち
ら
か
が
身
体
障
害
者
３
級
以
上
な
ど
）、児
童

世
帯
、長
期
療
養
者
世
帯
。そ
の
他
要
件
あ
り

申
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
申
請
書（
中
丹
東
保
健
所

（
☎
75
・
０
８
５
６
）に
備
え
付
け
）を
同
保
健
所

の
窓
口
へ
。

　
子
育
て

あ
そ
び
あ
む（
☎
65
・
５
０
５
０
）

▪
わ
く
わ
く
デ
イ

時
２
月
４
日
㈮
・
18
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

▪
０
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
は
こ
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
９
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

▪
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験

～
は
こ
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
13
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
４
か
月
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫
婦

で
の
参
加
可
）定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。　

▪
１
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
は
こ
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
23
日
㈷
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

ど
こ
で
も
あ
そ
び
あ
む
＠
東
の
ま
ち 

〜
ま
ち
に
め
を
つ
け
る
〜

時
２
月
20
日
㈰
10
時
～
12
時

場
あ
そ
び
あ
む
集
合
内
ま
ち
の
中
に
あ
る
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に「
目
」を
つ
け
て
写
真
を
撮
る

定
先
着
５
組（
１
組
4
～
5
人
程
度
）申
専
用
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
い
づ
る
遊あ

そ
び
っ
く
す

BixS
（
☎

０
９
０・９
９
８
７・６
４
６
２
）

施設の休館日

■ 中公民館　第４月曜日　　■ 西公民館　第３水曜日
■ まなびあむ、南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】21



子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
０
１
０
３
）

▪
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
２
月
９
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時
内
多
胎
児
親

子
の
交
流
と
情
報
交
換
対
多
胎
児
を
育
て
て
い

る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

▪
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
２
月
28
日
㈪
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
お
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

▪
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時
３
月
２
日
㈬
・
14
日
㈪
・
24
日
㈭
10
時
～
11

時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
心
と
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

体
操
、交
流
な
ど

対
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親（
第
１
子

優
先
）定
先
着
10
組

他
託
児
あ
り（
３
０
０
円
）

申
２
月
２
日
㈬
か
ら
電
話
で
。

〈
共
通
〉場
中
総
合
会
館

　
そ
の
他

東
・
西
図
書
館
臨
時
休
館

　
蔵
書
点
検
作
業
の
た
め
、西
図
書
館
を
２
月
７

日
㈪
～
11
日
㈷
、東
図
書
館
を
２
月
14
日
㈪
～
18

日
㈮
に
臨
時
休
館
し
ま
す
。本
の
返
却
は「
本
の

ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
東
図
書
館（
☎
62・
０
１
９
０
）、西
図
書
館（
☎

75
・
５
４
０
６
）

観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

2月１日㈫から、3回目接種（追加接種）を行います。
集団接種については、２月14日㈪から文化公園体育館と旧由良川中学校体育館（加佐地区在住の高齢者のみ）で実
施します。※主会場が東体育館から文化公園体育館に変更となりました

新型コロナワクチン３回目接種
　　　　　特設会場での集団接種概要

問新型コロナワクチン接種コールセンター
　（☎68・9225、平日9時～17時）

③市が接種日時等を指定した通知書を送付
　申し込みをした人で２回目の接種を完了した日が早い人か
ら順番に、３回目接種の接種日時・ワクチンの種類等をご案
内します（接種日のおおむね１０日前頃に発送します）。
▪集団接種当日の持ち物
❖接種券（予診票と３回目接種済証が一体型になっています。
予診票に必要事項を記入の上、切り離さず持参してください。）
❖接種日時通知書
❖本人確認書類（免許証かマイナンバーカード、健康保険証、
介護保険証など）

▪申し込み手続き
①市が対象者へ、接種券と３回目接種のお知らせ（接種意向
調査のご案内）を発送
　２回目接種日から、7か月を経過する月を目途に送付します。
②集団接種の希望の有無を回答
　高齢者は、３回目接種のお知らせに同封されているチラシ
から返信用ハガキ（集団接種意向調査票）を切り取り、必要事
項を記入し、市に返送するか、インターネットで回答してくだ
さい。
※会場までの交通手段を確保できない高齢者には、地域単位
でバスなどによる送迎を予定しています。送迎を希望する人は、
意向調査時に、バスなどによる送迎を希望と回答してください

（定員や台数の制約があるため、できる限り家族等の送迎車
両で来場願います。また、送迎日程を調整するため、接種日
が遅れてしまうことをご了承ください）。
※心身の病気等により集団接種会場でのワクチン接種が困難
な人は、市コールセンターへ相談してください。
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ひとり親家庭就労相談
　10:00 ～ 16:00
　市役所別館

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

公証人相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●看護職就業相談
   13:30 ～ 15:00
   ジョブ・サポ

●福祉のお仕事出張
  相談
   13:00 ～ 16:00
   ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談

　10:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●就職個別相談
　10:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

FP による家計相談
　11:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 16:00
　市役所本館 

※申し込みが必要

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

看護職就業相談会
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

ひきこもり支援巡回相談 
9:00 ～ 12:00

　市役所本館 
※申し込みが必要

人権なんでもお気軽
相談（電話も可） 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

●就職個別相談
   10:00 ～ 16:00
   福来コミュニティ
　センター

出張がん個別相談 
　13:30 ～ 15:30
　中丹東保健所
   ※申し込みが必要

行政書士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

行政相談
　14:00 ～ 15:30
　西総合会館

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

非正規雇用女性等就
労相談
　10:00 ～ 12:00
　フレアス舞鶴

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から 
　市役所別館
　※申し込みが必要
　　先着 3 人

定例教育委員会
15:00 から 
市役所別館

●京都ＪＰカレッジ
  10:00 ～ 12:00
  13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

巡回更生相談
　13:00 ～ 15:00
　身障センター

女性のためのカウン
セリング 
　13:00 ～ 15:50
　フレアス舞鶴
   ※申し込みが必要
　   先着 3 人

●弁護士府民法律相談 
13:30 から

　中丹広域振興局
　※2/16、9:00から
　　   申し込み。
　　  先着 10 人

●弁護士心配ごと法律
  相談 

13:00 から
　市役所本館
　※2/16、8:30～　
　　  12:00に申し込み。
　　  定員 11 人（抽選）

人権なんでもお気軽
相談（電話も可） 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

●舞鶴市休日急病診療所（舞鶴医療センター敷地内）の内科一次救急診療
受診は、９時～12時と13時～17時（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）。
まずは電話で事前に症状などをお伝えください。

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科、外科）
　できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症などの緊急を要しな

い場合には、できる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を。
●休日の小児科一次診療　受け付けは、17時30分まで。
●土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）
❖内科系…肥後内科医院（浜、☎ 62・0359）、  大西医院（浜、☎ 62・0116）、 
    鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）
※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを。

●休日に開局している処方せん対応薬局　開局時間９時～ 17 時
　 ❖ 6 日㈰ ・11 日㈷ ・27 日㈰ …まいづる薬局国立前（倉梯町、☎ 65・1188）         
　 ❖ 13 日㈰ … まいづる薬局本店（桃山町、☎ 66・3311）
　 ❖ 23 日㈷ … フラワー薬局舞鶴店（浜、☎ 65・2277）

2

休 日診療
　納期…２月28日㈪　❖国民健康保険料９期　
❖介護保険料９期　❖後期高齢者医療保険料８期

納 期のお知らせ

休 日・土曜日の水道修理
　当番会社 … ㈱前川管工事工業所 （☎75・1198、 営業時間：８時～17時）

献 血の日程

リ サイクルプラザの休場
６日㈰ ・ 12日㈯ ・ 20日㈰ ・ 26日㈯

❖４日㈮ 9時30分～11時15分、12時30分～15時30分… 舞鶴港湾合同庁舎
❖８日㈫ 9時30分～11時45分、13時～15時45分…バザールタウン舞鶴
❖９日㈬ 9時30分～11時30分、12時45分～15時30分…舞鶴総合庁舎
❖11日㈷ 9時30分～11時15分、13時～15時30分… らぽーる西側広場
❖15日㈫ 9時30分～11時15分、12時30分～15時30分…市民病院
❖25日㈮ 9時30分～11時15分、12時30分～15時30分… 舞鶴市役所
※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催。

如月

1918

11

17

10

16

9

15

8

※●印は救急診療関連情報　●印は弁護士法律相談情報

日 月 火 水 木 金 土
5

12

14

21

23 24

●救急・急病診療
   8:30 から
●小児科一次診療 

9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

20

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

6

13

7

25
  舞鶴市休日急病診   
  療所の内科一次救急
  診療 ☎ 63・4970

27 26

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

February

▪ごみの収集
23 日の祝日は可
燃ごみの収集を休
みます。

《カレンダーの問い合わせ先》　▪身体障害者相談・巡回更生相談…障害福祉・国民年金課（☎66・1033、ＦＡＸ62・7957） 
▪行政書士、土地家屋調査士、公証人、巡回市民・行政相談、司法書士法律相談、弁護士心配ごと法律相談…市民課（☎66・1006）
▪看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002）
▪女性のためのカウンセリング…人権啓発推進課(☎66・1022）　 
▪ひとり親家庭就労相談…府ひとり親家庭自立支援センター(☎0773・23・2771)
▪出張がん個別相談…府がん総合相談支援センター(☎0120・078・394) 
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
▪非正規雇用女性等就労相談…北京都ジョブパーク（☎0773・22・3815）
▪ひきこもり支援巡回相談、FPによる家計相談…生活支援相談センター（☎66・5001）▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）

▪弁護士府民法律相談…中丹広域振興局（☎62・2500）
▪司法書士無料相談…京都司法書士会（☎075・255・2566）
▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1012）
▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）
▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858） 
▪入札監視委員会…契約課（☎66・1065）

1 2 3 4

22

▪ごみの収集
11 日の祝日は可
燃ごみの収集を休
みます。

28

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

司法書士無料相談
13:30 ～ 16:30
西総合会館

巡回市民相談
　14:00 ～ 15:30
　西総合会館

入札監視委員会
   13:30 から
   市役所本館

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援
ネットも公開中】

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

特設人権相談
　13:00 ～ 16:00
　中丹広域振興局

ひとり親家庭就労相談
　10:00 ～ 16:00
　市役所別館
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多世代に広がるSDGs
　Su

サステイナブル
stainable De

ディベロップメント
velopment Go

ゴールズ
als（持続可能

な開発目標）を略した「SDGs」。貧困や不平等・
格差、気候変動などさまざまな問題を解決し、
よりよい未来をつくることを目指しています。
　市でも多様な機関と連携・協働し、舞鶴版
SDGs を進めています。SDGs の取り組みは小
学生から大人まで多世代に広がっています（２
㌻に関連記事）。

▪おさかな観察会
　昨年 10 月 17 日、小学４～６年生を対象に
京都大学フィールド科学教育研究センター舞鶴
水産実験所教授の益田玲爾さんを迎え、おさか
な観察会を開催。赤れんが３号棟（コワーキン
グスペース）で舞鶴の海の説明を受けた後、水
産実験所でさかなを観察しました。豊かな自然
や生物の多様性を保全し、次世代へ引き継いで
いくために、まず、子ども達に舞鶴の海を深く
知ってもらうことを目的にしています。

▪大浦小・朝来小の未来学ミーティング
　大浦小と朝来小が合同で、舞鶴市の未来を話
し合う授業を展開。総合学習で身につけた課題
を発見する、情報を活用する、プレゼンテー
ションする力を発揮し、身近な問題を見つけて
SDGs の観点からまちの未来を考えました。過
疎高齢化、海岸に漂着するごみ、きれいな川を
守るためになどそれぞれの観点から発表し、両
小学校の児童で意見交換をしました。

▪中筋小のかまぼこキャラクターの考案とシイ
ラのレシピづくり
　「舞鶴がさらによくなるためにはどうすれば
いいか」を児童が考え「舞鶴の名産・舞鶴かま
ぼこの新たなキャラクターを考える取り組み」

「舞鶴のおいしい魚を生かした料理を考える取
り組み」を行いました。かまぼこのキャラクター
は舞鶴かまぼこ協同組合の辻義雄さんから授業
を受けて考案し、発表会をしました。料理は舞
鶴漁港に多く水揚げされるものの、低利用魚と
なっているシイラのレシピを考え、調理実習を
行いました。

▪中高年男子、まだ間に合う！今からでも厨
ちゅうぼう

房
に入るべし
　今まで料理をしたことがない人や料理に苦手
意識がある人などを対象に「料理の楽しさを
知って、ステキなおじさんになる」を目標に、
昨年 11 月～今年１月に全３回の料理教室を実
施。ゆう薬局の管理栄養士を講師に、まなびあ
むで料理の基礎からおいしく作るコツなどを教
わりました。


